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古
川　
紀
満　
議
員

宇
城
市
中
心
部
の
活
性
化
と

イ
ン
フ
ラ
策
に
つ
い
て

問　

中
心
部
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

は
、
都
市
化
が
進
み
冠
水
の
危
機
に
あ

る
市
役
所
横
か
ら
港
川
堰
の
間
に
、
淡

水
防
除
機
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。
防

災
に
対
し
て
協
議
会
等
を
立
ち
上
げ
る

用
意
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
松
橋
町
に

は
、
急
傾
斜
地
を
抱
え
た
山
間
地
も
あ

り
、
そ
の
対
応
策
も
検
討
す
べ
き
で
あ

る
が
い
か
が
か
。

市
長　
ポ
ン
プ
、
発
電
機
等
を
設
置
し

て
対
応
す
る
。
協
議
会
に
つ
い
て
は
早

急
に
立
ち
上
げ
た
い
。

問　
豊
川
地
区
は
海
抜
０
ｍ
地
区
も
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
洪
水
対
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

土
木
部
長　
協
議
会
等
を
立
ち
上
げ
、

調
査
、
上
級
機
関
等
へ
の
申
請
を
や
っ

て
い
く
。

問　
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
物

産
館
、
駅
前
開
発
と
東
西
に
拠
点
が
で

き
、
そ
の
東
西
の
拠
点
か
ら
中
心
部
に

客
を
誘
導
す
る
方
策
を
問
う
。

市
長　
松
橋
駅
舎
の
整
備
を
行
い
、
東

側
は
高
松
市
丸
亀
商
店
街
の
松
橋
バ
ー

ジ
ョ
ン
で
や
り
、
西
側
は
民
活
導
入
に

よ
る
開
発
を
考
え
て
い
る
。

問　
道
路
整
備
、
港
町
上
の
原
線
の
改

良
計
画
に
つ
い
て
、
旧
国
道
３
号
か

ら
、
旧
２
１
８
号
ま
で
の
拡
幅
計
画
が

あ
る
。
現
在
の
進
捗
状
況
、
計
画
路
線

の
幅
員
、
影
響
を
受
け
る
地
権
者
、
家

屋
は
何
軒
か
。

土
木
部
長　

延
長
２
４
５
ｍ
、
市
中

心
部
の
重
要
路
線
で
、
事
業
費
総
額

９
億
５
０
０
０
万
円
、
幅
員
16
ｍ
、
家

屋
16
軒
、
沿
道
区
画
整
理
型
の
改
良
事

業
を
考
え
て
い
る
。

問　
荒
川
明
神
川
線
は
、
地
元
及
び
地

権
者
か
ら
早
急
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い

と
の
要
望
が
あ
る
。

ま
た
、
国
道
２
６
６
号
の
拡
幅
拡
張
と

街
路
灯
の
設
置
を
地
元
住
民
は
望
ん
で

い
る
。

土
木
部
長　
延
長
１
２
０
０
ｍ
の
改
良

で
、
平
成
21
年
度
か
ら
着
手
す
る
。

問　
宇
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
宇
土

富
合
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
六
地
蔵
の
産
業

廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
３
施
設
に
つ
い

て
は
地
元
住
民
に
よ
り
早
急
の
移
転
撤

去
を
求
め
て
い
る
。
市
の
対
応
は
い
か

が
か
。

市
長　
目
的
達
成
の
た
め
、
粘
り
強
く

要
望
し
て
い
く
。

問　
工
業
団
地
の
造
成
に
つ
い
て
、
松

橋
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
当
尾
原
一
帯
は
、

熊
本
空
港
ま
で
30
分
と
近
い
。
地
理
的

に
も
便
利
で
、
工
業
団
地
の
造
成
を
望

む
が
ど
う
か
。

企
画
部
長　
今
後
、
立
地
に
向
け
、
地

元
の
盛
り
上
が
り
と
地
域
の
環
境
が
整

え
ば
、
可
能
性
調
査
を
行
い
慎
重
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問　
岡
岳
公
園
を
市
中
心
部
の
シ
ン
ボ

ル
的
公
園
と
し
、
こ
の
丘
陵
一
帯
か
ら

五
色
山
ま
で
整
備
を
し
て
、
市
民
の
憩

い
の
場
の
公
園
づ
く
り
を
要
望
し
た
い

が
い
か
が
か
。

経
済
部
長　
年
間
を
通
し
て
、
利
用
者

が
多
い
の
で
、
宇
土
市
で
整
備
計
画
が

あ
れ
ば
遊
歩
道
等
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
き
た
い
。

問　
市
民
が
一
同
に
会
し
て
催
し
が
で

き
る
総
合
運
動
公
園
構
想
に
つ
い
て
、

市
役
所
南
側
一
帯
に
施
設
を
造
成
す
る

用
意
は
な
い
か
。

教
育
部
長　
旧
松
橋
時
代
に
論
議
さ
れ

た
が
、
今
後
の
取
組
み
と
し
て
調
査
し

て
い
き
た
い
。

中
山　
弘
幸　
議
員

教
育
行
政
に
つ
い
て

問　
宇
城
市
に
お
け
る
学
校
裏
サ
イ
ト
、

ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
現
状
と
対
策
、
ま
た

有
害
情
報
か
ら
青
少
年
を
守
る
た
め
の

施
策
を
聞
き
た
い
。

教
育
委
員
長　
宇
城
市
の
小
中
学
校
に

お
け
る
裏
サ
イ
ト
の
存
在
は
、
は
っ
き

り
と
確
認
で
き
て
い
な
い
。
小
中
学
校

で
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
学
習
の
中

で
、
正
し
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

法
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
指
導
を
す
る

よ
う
校
長
会
な
ど
を
通
し
て
指
示
し
て

い
る
。
今
後
も
ネ
ッ
ト
い
じ
め
な
ど
が

行
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
裏
サ
イ
ト
な
ど

の
情
報
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
が
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

有
害
情
報
か
ら
守
る
た
め
の
施
策
に
つ

い
て
は
、
先
般
行
っ
た
宇
城
市
の
小
学

校
４
年
生
以
上
の
保
護
者
に
対
す
る
調

査
で
、フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
知
ら
な
い
、

あ
る
い
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
し
て
い

な
い
と
回
答
し
た
親
が
68
・
７
％
お
り
、

意
識
の
低
さ
を
再
確
認
し
た
。

早
速
子
ど
も
た
ち
を
危
険
か
ら
回
避
す

る
意
味
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
研
修
会
な
ど
機←
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一般質問
会
を
捉
え
て
、
利
用
す
る
際
の
ル
ー
ル

づ
く
り
な
ど
保
護
者
の
啓
発
を
図
り
た

い
。
な
お
、
学
校
で
は
児
童
生
徒
が
使

用
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い

る
。環

境
行
政
に
つ
い
て

問　
松
橋
町
の
六
地
蔵
地
区
に
お
け
る

産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
対
す
る

市
の
対
応
に
つ
い
て
。

市
長　
毎
年
実
施
し
て
い
る
市
座
談
会

に
お
い
て
も
、
地
元
住
民
か
ら
「
大
変

心
配
で
あ
る
、
撤
去
で
き
な
い
か
」
な

ど
の
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
本
市
と
し

て
は
、
撤
去
を
前
提
に
市
民
の
安
全
・

安
心
が
確
立
す
る
ま
で
、
所
有
者
へ
の

管
理
責
任
も
含
め
、
許
認
可
者
の
熊
本

県
、
地
元
県
議
に
粘
り
強
く
働
き
か
け

て
ま
い
り
た
い

サ
ッ
カ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
宇
城
に

つ
い
て

問　
宇
城
市
の
財
政
的
な
負
担
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

企
画
部
長　
国
土
交
通
省
所
管
の
「
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
を
活
用
し
、

事
業
費
総
額
４
億
５
０
０
０
万
円
の
40

％
に
当
た
る
１
億
８
０
０
０
万
円
を
補

助
金
と
し
て
充
当
し
、
残
り
60
％
を
合

併
特
例
債
で
２
億
５
６
５
０
万
円
、
県

の
合
併
補
助
金
で
１
３
５
０
万
円
を
予

定
し
て
お
り
、
宇
城
市
の
一
般
財
源
の

持
ち
出
し
は
ゼ
ロ
円
で
あ
る
。
な
お
、

合
併
特
例
債
の
償
還
に
つ
い
て
は
は
、

70
％
は
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
の
で
、

残
り
の
30
％
、
７
６
９
５
万
円
は
、
財

団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
補
助
金

７
５
０
０
万
円
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー

ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
熊
本
宇
城
の
寄
付
金

１
９
５
万
円
を
充
て
る
。
ま
た
、
寄
宿

舎
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー

ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
熊
本
宇
城
に
建
設
主
体

と
な
っ
て
も
ら
い
、
約
１
億
円
程
度
の

寄
付
金
を
募
り
、建
設
の
予
定
で
あ
る
。

橋
田　
章　
議
員

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

問　
宇
城
市
の
財
政
は
将
来
的
に
も
大

丈
夫
な
の
か
。

市
長　
総
人
件
を
平
成
26
年
度
ま
で
に

20
％
削
減
、
事
務
の
見
直
し
、
施
設
の

統
廃
合
等
に
よ
り
、
物
件
費
を
毎
年

２
５
０
０
万
円
ず
つ
削
減
す
る
。
広
域

連
合
の
施
設
運
営
の
効
率
化
等
に
よ

り
、
負
担
金
、
補
助
金
を
平
成
21
年
度

ま
で
に
毎
年
４
０
０
０
万
円
ず
つ
削
減

す
る
。
歳
入
に
つ
い
て
は
、
遊
休
地
施

設
の
統
廃
合
に
よ
り
不
要
と
な
る
資
産

を
売
却
。
新
た
な
財
源
の
発
掘
に
よ
り

歳
入
を
上
乗
せ
す
る
。
本
市
独
自
の
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
く
の
で
、
ご
安
心

い
た
だ
き
た
い
。

農
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

問　
農
業
の
振
興
策
に
お
け
る
内
陸
の

排
水
、
水
資
源
の
確
保
の
問
題
は
早
急

に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
う
が
、
具
体

的
な
施
策
を
伺
う
。

市
長　
20
年
度
予
算
に
審
議
会
で
専
門

の
人
た
ち
で
検
討
い
た
だ
く
た
め
に

５
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
そ
れ

を
基
に
抜
本
的
な
改
革
案
・
新
た
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
を
出
し
、
国
・
県
に
要

望
し
た
い
。

問　
農
産
物
の
海
外
輸
出
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

市
長　
海
外
に
持
っ
て
行
く
と
な
る
と

Ｊ
Ａ
等
と
打
合
せ
を
し
、
Ｊ
Ａ
等
が
本

気
で
取
り
組
む
な
ら
ば
、
そ
れ
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
思
う
。
国
内
に
お
い
て
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
と
し
て
の
販
売
に
は
私
も
出

か
け
て
行
き
た
い
。
今
年
は
初
出
荷
時

期
か
ら
取
り
組
む
努
力
を
し
た
い
。

問　
地
域
雇
用
促
進
事
業
に
つ
い
て
、

農
業
・
商
業
・
工
業
が
一
体
と
な
れ
ば

市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て

い
る
が
、こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
、

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
部
長　
こ
の
事
業
は
、
３
年
間
の

予
定
で
あ
る
。
今
後
は
開
発
し
た
新
商

品
を
製
品
化
し
、
計
画
し
て
い
る
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や
物
産
館
等
で
の
販
売

を
狙
っ
た
取
り
組
み
で
宇
城
市
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
し
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
経
済
産
業
局
の

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

危
機
管
理
に
つ
い
て

問　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長　
現
在
印
刷
業
務
の
最
終
段
階
。

出
来
次
第
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
配
布
す

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
は
じ
め
、
災
害
に
対
す
る
職
員

研
修
を
開
き
、
職
員
が
地
域
の
集
会
等

に
お
い
て
住
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

問　
通
学
路
の
防
犯
灯
倍
増
計
画
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

市
長　
防
犯
灯
設
置
に
つ
い
て
は
、
現

最終処分場跡地
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